
日本語を母語とするスペイン語学習者の読解プロセスに関する
ケーススタディー

アブストラクト

スペイン語で書かれた文章を読んで理解することは、日本語を母語とする学習者にとって容易な課題ではない。そ

こで、スペイン語教育において、学習者がどのようにテキストを読み進め、どのように理解に至るのか、その認知

プロセスを知ることは、有益であると考えられるが、読解のプロセスは直接外部から観察できるものではない。本

稿では、スペインの滞在歴が２年半以上になる３名の日本語母語話者の協力を仰ぎ、think-aloud　protocols 及

びインタビューにより、彼らがどのようなプロセスを経てスペイン語で書かれたテキストを理解し、どのようなこ

とが理解の妨げとなっているのかについて、その読解プロセスの一端を分析した。３名の学習者は、一つのテキス

トについて、それぞれに異なった理解に至ったが、未知の単語など言語的レベルの問題のみならず、テーマに対す

る背景知識や価値観といった要素が重なり合って、テキストの解釈の歪みを生み出していることが観察された。

キーターム：スペイン語教育、読解プロセス、think-aloud protocols
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